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膿
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を
対
照
し
て
考
ふ
る
に
、
以
上

の
諸
国
は
、
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事
伽
か
り
せ
ば
、
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日
よ
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も
約
三
千

五

百
萬
人
多
.く
の
人
口
を
擁

し
て
み
る
筈
で
あ
る
。
此
.

三
千
五
百
萬
人
の
損
失

の
中
、
約
二
千
萬
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出
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減
.

少
、
約
千
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百
萬
人
は
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牽
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に
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す

る
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が
.出

.

來
る
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し
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戦
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は
實
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萬
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多
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萬
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八
千
九
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萬
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し

・
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。
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千
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萬
人
の
中

一
億
八
千
七
百
萬
人
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男
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億
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萬
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あ
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。
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の
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は

遙

に
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子
を
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駕
し
て
み
る
。
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憂
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な
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を
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上
記
十
箇
國
に
於
て
は
、
女
子
が
男
子
を
超
過
せ
る

敷
は
大
正
二
年
の
五
百
二
十
萬
人
よ
り
大
正
八
年
の
千

五
百
億
萬
人
こ
な
り
、
正
し
く
三
倍
し
て
み
る
。
.就
中

職
前
欧
洲
の
男
子
超
泄
國
の
實
例

こ
し
て
引
用
せ
ら
れ

た
塞
比
維
が
.
今
や
欧
洲
第

一
の
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子
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過
國
ご
化
す

る
に
至

っ
て
は
、
そ

買
う
に
戦
綱

の
甚
し
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想
は
し

む
る
で
は
な

い
か
Q
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徴
兵
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齢
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ち
十
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上
四
十
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以

下
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に
っ
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割
合
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調

べ
る
ε
、
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事

の
影
響

の
特
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著

し
ぎ
事
が
窺
は
れ
る
。
凋
逸
.
塊
飼

、
英
吉

利
、
佛
蘭
西
,
伊
太
利
の
五
國

に
於
て
男
子
に
謝
し
女

呵



・

子
の
占
む
な
割
合
を
千
分
敷

に
精
密
に
算
定
し
、
.興
味

め
む
数
字
を
得
た
。

第
四
表

徴
兵
年
齢
階
級
男
子
に
封
ず

る
同
年
齢
階
級

女
子
の
割
合

伊 佛 英 爽 濁

太 蘭 吉

利 酉 利 勾 逸

計

大
正
二
卑

く
同
上

千
分
鍛

順
位

}

}

一δ
呈

第

画

一、〇
四
八

窮

鳥

一、O
ゼ
〈

第

「「

一、0
一ぢ

第

四

一、
一〇九

第

[

一、0
翌

舞舞
一
、
一
八
O

一
、
二
三
〇

=

葦

一
、
「ヨ
O

一
、
三

八

一
、
二
〇
五

両
者
の
差

一
千
分
鍛

謡言
五

[全巻

.

三

三
一
一九

[さ

難 箋璽 糎

四

以
上
は
隊
洲

の

}
部

分
の
数
字

に
過

ぎ
な

い
。
例

へ

ば
葡
萄
牙

、
希

臘
、
黒

山
等

の
小

國
は
激
.へ
ら

れ

て
る

・
な

い
の
で
あ

る
〔
勿
論
此
等

の
諸

国

は
上
記

の
十
箇

國

に
比
す

る
ご

職
事

に

た

つ
さ
は
る

事

は

少

く
め

っ
た

が

、
而
も
比
較
的
著

し

き
損
害
を
蒙

つ
で

る
る
の

で
あ

る
。
次

に
隊
洲

土
耳
古
も

之

に
加

へ
ね
ば
な
ら

距
。

叉

ブ

イ

ソ
ラ

ソ
ド
も
大
正
七
年

に
は
惨
憺

た

る
内
観

に
よ

雑

録

世
界
戦
孚

ご
人
口
の
製
動

り
多
数
の
人
命
を
失
.つ
た
。
術
其
上
に
和
蘭
、
丁
抹
、

瑞
典
、
.諾
威
、
瑞
西
の
如
き
中
立
國
も
、
種

々
の
意
味

に
於
て
、
戦
争

の
影
響
を
受
け
た
。
此
等
の
諸
国
を
考

慮

に
入
れ
る
ε
、
欧
洲
全
部
に
於
け
る
人
命

の
損
失
は

約

三
千
五
百
五
十
萬
人
ε
計
算
せ
ら
れ
る
。

・更
に
、
世
界
全
器

の
蒙
り
し
損
害
に
至
っ
て
は
、
真

数
は

一
層
増
加
す
る
の
で
あ
る
。
第

一
に
注
意
す

べ
き

は
欧
洲
外

の
露
領

(
西
北
利
亜
、
高
加
索
、
中
亜
)
で

あ

っ
て
約
五
十
萬
人
の
戦
死
者
を
出
だ
七
、
次
に
五
十

萬
人
の
犠
牲
者

を
出
し
た
土
耳
古
、
波
斯
、
英
領

の
海

外
属
領
及
び
植
民
地
の
二
十
五
萬
人
以
上
の
損
失
、
阿

弗
利
加
の
佛
領
植
民
地
、
猫
領
植
民
地
、
北
米
合
衆
国

の
死
者
五
萬
二
千
人
等
を
敷

へ
上
げ
、
最
後
に
日
本
の

僅
少
な
る
戦
死
者
を
も
計
算

に
入
れ
る
事

ε
な
る
ご
、

其
敷
は
益
々
増
大
す

る

一
方

で
あ
る
。

か
く
て
U
α
「言
σq

は
人
命

の
損
失
全
部
を
四
千
萬
人

ξ
見
積
b
.
其
中
千

二
百
萬
人
を
戦
死
者

ε
看
做
し
て
み
る
、

以
上
が

∪
ひ
「ご
びq
の
説
の
大
要
で
あ
る
。
勿
論
此
等

の
統
計
数
字
が
學
問
上
悉
く
皆
信
撮
す

る
に
足

る
や
否

や
は
人
な
る
疑
問
で
あ
る
。
然
し
煩
を
厭

は
す
幾
多
の

第
十

一
巻

(第
四
號

一
二

一
)
・
五
六
三

■

、

㌧
(



「

雑

録

朝
鮮
干
潟
地
利
用
論

材
料

を
蒐
集

し
此
研
究

を
完
成

七
た

る
其

嬰
は
大

に
多

ε
せ
ね
ば
な
ら

臓
次
第

で
あ

る
。
此
等

の
試

が
捨

石

ε

な

っ
て
稜

々
立
振
な
研
究

が
起
り
、
古
今

未

曾
有

の
世

界

大
戦
孚

巾

の
人

口
の
異
動

の
状

態

を
互
細

に
す

る
を

得

ば
、
筆
者

の
本

懐
も
蓮
、せ
ら

れ

る
事
で

あ
ら

う
。

二
九
二
〇
、九
、
】四
)

[

r.

、


